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今年の原水爆世界大会では「被爆者とともに核兵器のない平

和で公正な世界をー人類と地球の未来のためにー」をテーマに

8 月 4 日から 6 日まで開催されました。 

4 日は広島市のグリーンアリーナで開会式が行われました。

オンラインも含め約３２００名が参加しました。被爆者の体験

談や国際機関、海外代表や平和運動に取り組む各団体など多く

の発言があり、その中でも「核兵器不拡散条約会議では３回連

続で最終文書の合意ができなかった」というメッセージが印象

に残りました。 

5 日は午後まで分科会１「核兵器のない世界、核兵器禁止条

約に参加する日本を」に参加しました。核兵器廃絶に向けて活

動する海外代表の講演や参加者の日々の活動報告などを中心に

学習交流を行いました。海外代表の発言で「生物兵器は世界で

ノーを突きつけたから廃棄にすることができた。同じようにノ

ーを突きつければ核兵器も廃棄できる」「国際ルールが踏み躙ら

れつつあるが、絶えず核兵器廃絶に向けて運動をしていくこと

が重要」と語られていました。学習交流では各団体の様々な活

動報告を聞くことができ、色んな活動の仕方や知見について触

れることができましたと同時に「平和活動する方の高齢化が進

んでおり次世代へどう継承していくか」ということも議論にな

りました。 

6 日の午前中に袋町小学校平和資料館を訪ねました。資料館

内には焼けた扉や太鼓など直に被曝の傷跡が分かる展示物が飾

ってあり、原爆被害の惨状が生々しく伝わってきました。その

後、閉会総会に参加し様々な方のお話を聞きました。「核と人類

は共存できない」「核兵器廃絶は人類の死活に関わる緊急課題で

す」「平和は最大の公衆衛生です」「核兵器は人類存続を脅かす

究極の暴力」登壇された方々の言葉からは歩んきた道のりの厳

しさと平和へ 

の想いを感じ 

ました。 

日本でも現 

政権下で非核 

三原則の見直 

しや憲法改正 

などの議論が 

活発に行われ 

ています。今 

まで以上に平 

和運動を強化 

する必要性が 

あると考えさ 

えられる大会 

となりました。 

（深澤求・江 

東労連事務局） 
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【土建しんぶん第 2251 号より】東京土建江東支部は４月１５日

から始まった春の組織拡大月間で、１３６名を拡大し、月間目標

を達成しました。実増率では全都１位という快挙でした。拡大月

間では、「東京土建国保の優位性と社会保障運動」をテーマに本部

の役員を講師に学びました。建設国保を守り育てる運動を仲間全

員で進め、組織拡大につなげていく重要性を確認しました。 
 群役員研修会は分会執行委員会を中心に開催し９分会から９２

人が参加し共済や国保のメリット、署名にとりくむ意義を学び、

仲間との「対話の引き出し」を増やしていこうと学習しました。 
 月間中の訪問行動では中東情勢・担い手三法のアンケートを中

心に「群会議オルグ」「事業所訪問」「組合員訪問」と対話にとり

くみながら、若い方とのつながりを求めた結集軸【分会イベント】

などを早期に計画を立てて行動できるよう分会行動に合わせた拡

大報奨を設定し、支部活動の支援を行いました。 
 その結果、４月中に９分会が５０％達成、第４次行動となる５

月２１日には全分会が達成しました。対話アンケートは９６枚を

数え、江東区議会各会派との話し合いに活用し、組合員の現状を

伝えました。 
 最終版も目標を最後までやり切ろうと役員・書記・分会が奮闘

し、１３６人の新たな仲間を迎い入れ、５月２９日に達成するこ

とができました。「拡大」は組織を維持し、大きくしていく活動で

すが、組合員同士のつながりを強めていく活動期間でもあります。

今後も続くとりくみですが、強い分会・群組織をつくっていくた

めに仲間とのつながりを強めていきましょう。 
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江東区労連からのお知らせ 

■第２５１回憲法９条守ろう・９の日宣伝行動 

 日時…９月 ９日（水）17：30～18：30 

 場所…JR 亀戸駅北口 

 内容…スタンディング宣伝と憲法署名 

今回は全駅が亀戸駅に終結して大きな宣伝

行動を展開します。東大島（17：30-土建も有） 

■江東区労連第４次組織化宣伝行動 

 日時…９月１８日（金） 

 場所と時間 

 東大島（17：30-）、東陽町（7：30-） 

 辰巳（8：00-） 

■地域労組こうとう第１８回定期大会 

 日時…９月２６日（土）16：00 開会 

 会場…東京土建江東支部会館４F 大会議室 

 内容…2025 年度活動総括・決算・会計監査 

   2026 年度運動方針・予算・役員選出 

■富士保安警備不当労働行為事件 

 日時…９月１８日（金）13：30- 

 会場…東京都労働委員会審問室 

       都庁第一本庁舎 S38F 
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